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死の訪れを持たずして葬られたBrowning
の登場人物たち
渡 邉 清 子
は じ め に
前号 (紀要第6号)にて意味深長な作品 "TheStatleandTheBust"
を取り上げ,それに含まれているBrowningの真意はどこにあるか探ってみ
た｡しかし今回の稿を始めるにあたり,東榎すると思うが,前号の物語の内容
を簡単に述べておきたい｡というのは,今度扱うもの 内ゝ容と思想的に密接な
関係があるので Browningの思想をより良く理解する助けになると思うから
である｡
Florenceの太公 FerdinandIの凄々しい馬上姿を初めてみた時からRic-
cardiの新夫人の胸に恋の炎が熱く点ぜられた｡太公も又同じく,彼女に目を
止めた瞬間から,今まで空虚だった自分の心の中に新たな魂が吹き込まれたよ
うな激しい感動を覚えたのであった｡2人の恋心をいち早く察知した夫の Ri一
ccardiは夫人を宮殿の中の窓が1つしかない部屋に閉じ込めてしまった｡夫
を愛し得ぬ新妻は,折を見て太公の許に走りたいと切望した｡太公も又彼女を
連れて逃亡しようと心にきめた｡しかし2人はそれぞれの理由や都合に妨げら
れ,逃避行を実行に移し得なかった｡夫人は幽閉された部屋の高窓から,馬上
ゆたかに,毎日広場を通りすがる太公の姿にじっと目をとめていた｡太公も又
窓を仰ぎみることによってのみ,彼女と相見ることが出来たにすぎなかった｡
かくして歳月は一日,一日流れ去り,あれ程激しく燃えたお互いの愛の熱情
も冷え切ってしまった｡そればかりか,美しかった2人の姿をいたましいまで
に変貌させてしまった｡両人は空しく朽ちて行く青春を惜しみ,太公は広場に
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かっての自分の貴公子然とした馬上姿さながらの"statue"を作らせた｡一
方夫人もかつての若く美しかりLRiccardi新夫人の姿を摸して胸像を作らせ,
窓辺に置いたとFlorenceの町の人々はのべ伝えている｡
この悲恋物語を書いた Browningの真の目的はなへんにあるかを巡って彼
の愛読者たちは困惑し,判断に苦しめられた｡しかし作者の意図については前
号に記した如く,彼は明瞭にそれを表明している｡参考のため彼の下した ｢判
決｣を少々思い浮べてみよう｡
sutherlandOrrはこの作品は前号で触れたように "infirmityofpurpose"①
に対する警告であるとしている｡彼女が言うように,恋人たちの 念甑した恋
の道が,第三者の目から見て,たとえ ｢善なるもの｣に見えなくても,それに
向かって全精力を傾けて実現させるべきであったと作者は考えたのである｡彼
の主張する所に従えば,真剣に人妻と愛し合ったのも何かの定めであろうから,
強行な手段を取っても初志を貫くべきだったと言うことになる｡そしてそれが
真に人生を意義あらしめる唯一の道だと説いている｡
Fotheringham も前記の如く,Browningを代弁するかのように,"･-to
postponeaction,tovacilate,isnotright;itisonlyweak.Virtuedoes
notlieinindecisionanddelay,andfinalindifferenceandfutilitya-sta-
tue-and-bustsortoflife."②と言明している｡Browningは二人の不幸の原
点はこ にゝあると言いたいのである｡Browningのこの思想の流れは"Youth
andArt'を初め"TheWorstoflt" または"DisAliterVisum"
及び"TooLate"の中に"variationsonasingletheme"として流れ続
けているのが察知できるのである｡本号では初めに"YouthandArt"杏
その例として解説を試みたい｡
① SutherlandOrr;AHandbookToTheWorksofRobeT･tBT10Wning(G.
BelAndSons,Ltd.,London,1927)p.205.
② JamesFotheringham;Studieso/theMindandArto/RobertBrowning
(HoraceMarshalandSon,London,1900)p.209.
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㈹ YouthAndArt③について
この詩の題にある`Youth'は色々なイメージを含んでいるので,何と訳
すべきか幾日も考えたが,結局 ｢ある青春と芸術｣とすることにきめた｡詩の
書かれたのは1961年と推察されているが,1864年にDramatisPersonaeに所
載された｡これには,現代風の恋愛観がSymonsがいうように"…wisehumo-
ur,sharpcharacterisation,andballad-likesimplicity."④で書かれている｡17
連からなる作品である｡詩形はiambusと anapaestを交えた各行が,3つ
の stressを持つ quatrainからなっているものである｡軽快な響きとリズム
感とが感ぜられるのは,偶数行の終りにextrasylableが附加され,double
rhymeを構成している所が多いからであろうか｡ Browningは monologue
の達人だと言われているが,この詩においてもKateBrownという一流の女
流声楽家を語り手として,見事に登場させている｡彼女は若かりし頃,一人の
青年彫刻家に対して恋心を抱いていた｡しかし終にそれを実らせることもなく,
時を空しく過ごしてしまった｡それを後になって無念に思いつ ,ゝ青春時代の
ことを振り返り,もはやそこに姿なき彼に対して,あたかもそこにいるかの如
く想像をめぐらし話しかける独白である｡
Browningの書いた monologueの大部分は文字通りに和訳しただけでは,
到底その真意を理解して貰えないと思う｡それ故,この詩の場合は特に,くわ
しくsituationを説明し,"theSpeaker"即ち,KateBrownの言葉の大意
を意訳する形を取り｢｣の中にそれを入れて他の部分と区別することにした｡
Ⅰ
Ⅰtoncemighthavebeen,onceonly:
③本論文に引用した詩行はすべて下記の書による｡SirF.G.Kenyon(withintroduc-
tionby)･,TheWorksofRobeT･tBrowning;CentenaryEditioninTenVo1-
umes,(AmsPress,Inc.,NewYor°,1966)vol.4,pp.308-310.
④ ArthurSymons;AnIntroductionToTheStudyofBrowning(J.hLDe-
nt&SonsLtd‥London,1923)p.139.
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Welodgedinastreettogether,
You,asparrowonthehousetoplonely,
Ⅰ,aloneshe-birdofhisfeather.
(l.1-4)
KateBrownの開口一番,即ちこの1行目の初めの"It"がこの詩のkeynote
となって,結論となる最終行とぴったり呼吸が合い,彼女の悲哀感を最高に表
現させている｡Browningの手法は見事と言わざるを得ない｡勿論この"It'
は若き2人の芸術家の卵が,互いの恋心を率直に打ち明け合い,その完成に遭
進して行くことを指している｡そう成り得るchanceは少なくも1回だけはあっ
たものを,と彼女は託つ｡
DalasKenmareも此の点に注目してか,最初の出だしの行と最終行とをか
らませて次のように述べている｡"Ⅰntheshort,apparentlysimple-even,
itmightseentrifling-poem YouthandArt,asimilardisasterisportr-
ayed:I`tmighthavebeen,onceonly-.IThechancecomesonlyonce,
andthelovers･missedit,lostitforever･…"⑤その1回しかめぐって来な
いchanceを掴まなかったなら,もうおしまいだ｡2人の若い恋人は取り返しの
つかないことをしてしまって,味気ない人生をすごすことになったと言うので
ある｡ともあれ,若き日のKateBrownと青年彫刻家 Smithとの生活を彼女
の語る所によってうかがってみよう｡彼女は
｢私達2人は同じ通りに,向かい合った部屋を借りて住んでいました｡あなた
はまるで屋根裏に住みついた独りぼっちの雀,私はあなたと同じ仲間の孤独な
雌雀でした｡｣という｡
彼女はその通りがどこにあるのか明らかにしていないが,DeVane及びBer-
@DalasKenmare;AnEndToDarkness.ANewApproachloRobertBT･0-
wning(PeterOwenLimited.London.1962)p.132.
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doeによれば,それはRomeということになる｡DeVaneは"TheBohemian
atmosphereofthepoemisthatoftheartisticcolonyinRome,where
JohnGibson(1790-1866),thesculptor'mentionedinthepoem,hadhis
studio.⑥と通りがローマにあると考えられる根拠をあげている｡Berdoeは簡
単に"TheylodgedinthesamestreetinRome."⑦と記しているだけであ
る.一般には種々な理由からRomeであると認められて1､るようである.第-
連の中にある語句から察してみると,その青年は屋根裏部屋にしか住めない貧
乏学生だったようである｡彼女も又彼と同じく芸術の道をたどる淋しい独りも
のであったらしい｡彼女の独自は以下のように続く｡
Ⅱ
Yourtradewaswithsticksandclay,
Youthumbed,thrust,pattedandpolished,
Thenlaughed"Theywilseesomeday
"Smithmade,andGibsondemolished."
(l. 5-8)
しん
『あなたのお仕事は塑像の心を作るため棒や粘土をまさぐること｡粘土を親指
で押しつけたり,へらで決ったり,塗ったり,掌で叩いたり,ならしたりする
ことでした｡それでもあなたは高らかに笑って,｢世の人々はいっの日にか,
この名もないSmithが名を挙げ,かのGibs｡｡⑧の名声が地に落ちるのをみるで
あろう｡｣と思われていたのでしょう｡』
Ⅲ
⑥ WiliamClydeDeVane;ABrowningHandbook(F.S.Crofts&Co.,New
York,1935)p.269.
⑦ EdwardBerdoe;TheBr･owningCyclopaedia(GeorgeAlen&UnwinLtd.
,London,1931)p.571.
⑧ JohnGibson(1790-1866)は当時英国第一流の彫刻家で.神話にちなんだ画題
が多くみられる｡彼は当代の巨匠Canovaや Thorwaldsenに大なる影響をうけた｡
F.G.Kenyonによれば彼は"-･waswelknowntoBrowninginRome,long
beroretheexhibitionofhisfamous T`intedVenus"andotherworksin
LondonattheInternationalExhibitionof1862."ということである｡(注3.
Vol.4,p.xxxv)
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Mybusinesswassong,song,song;
Ichirped,cheeped,triledandtwittered,
"KateBrown'sontheboardserelong,
"AndGrisi'sexistenceembittered!"
(ll. 9-12)
F私の仕事は歌,敬,歌で明け暮れました｡蛙蜂のように玉をころがす声を出
し,小鳥のようにさえずり,震え声で,又早口に歌い続けました｡｢間もなく私,
KateBrownは晴の舞台に立っようになるだろう｡そうすればGrisiの地位は
危くなる!｣と恩いました｡』
このように一流の彫刻家を目指すSmithも,一流の声楽家を夢見るKateも
まだ若く,野心と希望に胸をふくらませていた｡しかし世の中はそんなに甘く
なく,2人は各,貧乏と困難とに直面しなければならなかった｡
Ⅳ
Iearnednomorebyawarble
Thanyoubyasketchinplaster;
YouwantedapleCeOfmarble,
Ineededamusic-master.
(l. 13-16)
｢私が頼まれて1回歌っても,あなたが1回石膏で習作を作った程のお金し
か貰えなく,お互いに金もうけはできなかったのですね｡それでもあなたはほ
んものの彫刻をするために,どうしても大理石がほしかったのです｡私の希望
したものは私を鍛えてくれる歌の教師でした｡｣
V
Westudiedhardinourstyles,
ChippedeachatacrustlikeHindoos,
Forairlookedoutonthetiles,
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ForflnWatchedeachother'swindows.
(l 17-20)
｢私達は芸術修行にいそしむ若い人々が,錯々の流儀に従って生活しているよ
うに,パンのかけらを噛りながら,すごしましたね｡丁度ヒンズー教徒が粗食
に甘んじるように｡時折,気晴らしのため,窓を開いて見ますと,見えるのは
向かい側の屋根ばかり｡それでも何かの拍子で相手の窓が開いているのが見え
たりすると,とても嬉しくなって覗いてみたのです｡｣
Ⅵ
Youlounged,likeaboyoftheSouth,
Capandblouse-nay,abitofbeardtoo;
Oryougotit,rubbingyourmouth
Withfingerstheclayadheredto.
(l .21-24)
｢あなたは南欧の青年芸術家達がよくするように,ぶらぶらと街の中を漫歩な
さいました｡ベレ帽に,artistsが好んで身につけた仕事着姿で｡いや,それば
かりでなくお髭も生やしていたようでした｡生やしたのではなくて粘土をいじっ
ていて汚したお指で,口の辺りを触った時にそれがついたのだったかしら｡｣
KateはこのⅥ連でみられるように,細かにSmithの様子を観察してしている｡
飴程彼に関心があり,引かれていたものと思われる｡GibsonやGrisi⑨が活躍
していた頃といえば,19世紀の半ば頃であるから,ローマは丁度,音楽や彫刻,
絵画や建築等,芸術の都として繁栄し,若者たちが集まって来ていた｡それで
SmithやKateもまだ封建的な匂いの残るイギリスから, 自由奔放に振舞える
芸術の都を目差してひとりで故郷を出て来たのだろう｡それ故二人は淋しさか
らと,共にイギリス出身だというよしみからか,互に関心と好意を寄せ合った
⑨ GiulaGrisi(1812-69)はイタリアの北部Milan生れで,オペラのソプラノ
歌手として名声を博した｡その美声と美貌をもって当代一流の歌手として Romeや
LondonやParisで華やかに活躍した｡
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ものと思われる｡次の連を読んでみるとSmith青年の動静が知れ,微笑ましい｡
Ⅶ
AndI-Soonmanagedtofind
WeakpolntSinthefloweトfencefacing,
Wasforcedtoputupablind
Andbesafeinmycorset-lacing.
(l.25-28)
｢それから私は間もなく,"flower-fence"という刺のある藤木を植えて目隠
しはしてあるが,その枝々の透き間から,あなたが覗いているのではないかと
気付きました｡それで,見られないようにするため,目隠しを別におかざるを
得なかったのです｡そうすれば私は安心して,コルセットの紐を締めることが
出来ると思ったのです｡｣
彼女はかつてのSmith青年に以上の様に話しているが,彼の窓から彼女がコ
ルセットを締めるのを見られる可能性があるとほんとに考えたのであろうか｡
自分が好感を持つ男性の気を引く積もりであったかどうか定でないが,克られ
ているという気配を感じた時,若い女性であるならハッとし,目かくLをしよ
うと考えるのは当然であろう｡しかしこのKateの場合,あるいは男の気を引
くことを少しは計算にいれていたのかも知れないと疑いたくなる節がある｡だ
がこれはKate独りだけに言えることでなく,Smithの側に於いても彼女にひか
れ,秘かに覗き見ていたことは7連の状況から十分窺い知られると思う｡
SutherlandOrrはいみじくも"‥.theywatchedandcoquettedwitheach
other,thoughtheyneitherspokeormet;⑩と2人の関係について,かなり
具体的に説明をほどこしている｡
Ⅷ
NoharmHtwasnotmyfallt
⑳ SutherlandOrr;ibid.,p.298.
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Ifyouneverturnedyoureye'stailup
As IshookuponEinal,
Orranthechromaticscaleup:
(l. 29-32)
｢前に述べましたような心通から,私の姿が見えないようにしたからとて,
何の差し支えもありませんでした｡又私が普通の人以上に高音のEの昔を美し
く,声を震わせて歌ったとしても,或いは又,半音づっ上る音階を,低音から
高音まで,急なテンポでのぼって行く至難の技を,オペラ歌手である私が披露
して聞かせても,あなたは感動の気配すら見せては下さらなかったのです｡目
尻をあげて私に惹きつけられる様子も示されたこともなかったのです｡私があ
なたの気を引こうとしても,応じていただけなかったのは,私の責任ではなかっ
た筈です｡｣
彼女はこのように折々のことを思い出して,うらめしく思うのだった｡色々
な手段を講じても,男の心を惹きつけることがかなわなかったので,彼女はい
らだたしさを示し始める｡
Ⅸ
Forsprlngbadethesparrowspalr,
Andtheboysandgirlsgaveguesses,
AndstalsinolrStreetlookedrare
Withbulrushandwatercresses.
(l. 33-36)
｢そうこうするうちに,時は流れ,人恋しく,血潮の騒ぐ春が訪れて来て,
雀たちに,お互に相手を見つけてmateする (番う)ように求めました｡街中
の店頭の台の上にはcat'stail(蒲の額)や,みずかしらが積み重ねられ,お
客様の訪れを待ちながら,いきいきした春の装いをつけていました｡｣
KateBrownは恐らく溜息をっさながら,春の宵には,Smithから何らかの
愛の表示があるかも知れないと,期待し,待ち望んでいたに違いない｡J.Fo-
theringhamは2人の関係について"Theyhadsomethingmorethankindness
foreachother,andmighthavehelpedeachother.Butwithfameandfo-
rtunetomake,theyhadnoroom intheirlivesforsimplelove."①と述
べている｡確かに男の方についてそう言えるかもしれないが,少くもKateの
場合,そう言いきれないものがあった｡というのは,次の連でみられるように,
彼女はもし男からの誘いがあれば,それを受ける用意を秘かにもっていたよう
に思われるからである｡
X
Whydidnotyoupinchaflower
lnapeletofclayandflingit?
WhydidnotIputapower
Ofthanksinalook,Orslngit?
(l.37-40)
｢あなたが少しでも,私に興味をお持ちになっておられたのでしたなら,な
ぜ粘土を丸め小さなっぶてを作り,その中に花をはさんで私の窓に投げ込まれ
なかったのでしょうか｡私は私でなぜ精一杯の感謝の想いも 目でもって,又
歌をもってお答え出来なかったのでしょうか｡｣
彼女はSmithがいじり続けている粘土を投げてくれさえすれば,それに歌を
もって応じる用意があったのに｡それも出来なかったではないか｡と今更の如
く,くりごとを言う｡ここで彼らはおそらく一生に-度しか与えられない大切
な機会を逃してしまうことになったのである｡
ⅩⅠ
Ididlook,sharpasalynx,
⑪ JamesFotheringham;ibid.,p.424.
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(Andyetthememoryrankles)
Whenmodelsarrived,someminx
Trippedup-stairs,sheandherankle.
(l.41-44)
｢私は大山猫のような鋭い目でじっとこちらからみていました｡ (今でもそ
の時受けた心の痛手が拓き,不愉快になりますけれど･･･｡)あなたの所に
通っていたモデル達,その中には,はねっかえりのお転婆娘たちもいましたが,
いかにも足音軽やかに,足早に,美しい足首をのぞかせて階段を登って行って
おりました｡｣
Kateは遠くからみているだけで,一歩も足を踏み入れることが許されてい
ない愛する男の屋根裏部屋に,彼女の兄も知らぬ女共が,得意気に上って行く
のを見て激しい嫉妬を覚えたのは領ける.殊に駈け上って行く足のしなやかさ
が,どんなにか男心をそそっているだろうと,嫉ましく,気になったらしい｡そ
れで自分も負けてはいられないと思うのであった｡
二Ⅷ
ButIthinkIgaveyouasgood!
"Thatforeignfelow,-whocanknow
"Howshepays,inaplayfulmood,
"Forhistuningherthatpiano?"
(l. 45-48)
Fでも,私は負けていないで,あなたが私にしたと同じことの仕返しをする
積りになりました｡私は名も知れぬ異国のピアノ調律師を部屋に出入りさせる
ことにしました｡あなたは秘かにそれをみて,｢あの向い側にいる女は,あの
異国の奴に調律をして貰っているようだが,たわむれ気分で,どんな礼をして
やっているのか,わかったものぢゃない｣と思っておられたのでしょう｡』
ll
彼女はこのようにして,何とか男の関心を自分の方に振り向けようと懸命に
努力した｡しかし結果は梨のつぶて同然であった｡彼女は絶望的な気持になる
のを押さえて,皮肉っぼく,挑戦的ではあるが,もう一度,次の如く,男の心
の打診を試みた｡
ET
C?uldyousayso,andneversay
"Supposewejoinhandsandfortunes,
"AndIfetchherfromovertheway,
"Her,plan°,andlongtunesandshorttunes?"
(ll. 49-52)
rあなたはこうおっしゃることが,出来たのかしら,それとも次のように,
どうしてもおっしゃれなかったのかしら?｢手に手を取って,一緒になって稼
ぎ,生活を共にしようぢゃないか｡そうすれば僕は道をわたって,そちらまで
君を迎えに行き,こちらに連れて来てあげるよ｡君の大事な長い楽譜や短い楽
譜を添えて,君の唯一の財産であり商売道具であるピアノも運んであげるよ｡｣
と｡』
Kateはどんなに青年Smithがそう言ってくれるのを待ち望み,期待したこと
であろう｡しかし彼はいつ再び訪れるか判からない,一生一皮の恋を成就させ,
誠の仕合せを勝ち取るための勇気も,熱情も振いおこさなかった｡2人は,ち
はや,元え戻れぬ道をたどり始めたのであった｡
ⅩⅣ
No,no:youwouldnotberash,
NorIrasherandsomethingover:
You'vetosettleyetGibson'shash,
AndGrisiyetlivesinclover.
(l.53-56)
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｢いいえ,あなたはこんなことをおっしゃる程,無謀で無分別ではなかった
のです｡私も当然そうあるべきでした｡私の方から,男性であるあなたの気を
引くような無分別は,つつしむべきでした｡あなたには彫刻界に君臨している
巨匠Gibsonを打ち負かさねばならない大目的がありました｡私には,まだ羽
振りよく,ぜいたくに暮らしている大声楽家Grisiを顔色なからしめるという
野心があった筈でした｡｣
かくして,2人の青春は富と名声とを求めることで明け暮れることになって
しまったのであった｡それから幾歳月かが夢の如く過ぎ去り,2人の努力の甲
斐があってか,両人の上にそれ相応の身分の変化が起こっていた｡2人はどこ
かの社交場で久方振りに会ったのだろう｡】Ⅳ連以下は会ったその時の両人の現
状について語り合っている所である｡
Ⅹy
ButyoumeetthePrince⑫ attheBoard,
I'mqueenmyselfatbalsIPare',
Ⅰ'vemarriedaricholdlord,
AndyouIredubbedknightandanR.A.⑬
(l.57-60)
｢でも,今やあなたは会議の席でPrinceAlbertにお目にかかれるようにな
られたそうですね｡私も盛装舞踏会で女王ともてはやされるようになりました｡
そしてその後,金持ちの老貴族と結婚しております｡あなたは正式に剣打の儀
式を経て勲爵され,Knightの栴号を得られたとのこと｡又,王立美術院の会員
でもいらっしゃるとのこと｡｣
かつて青春の頃,人知れず,心を互に交わせたことのあった2人にとって,
⑫ 本文 Princeとはおそらくこの詩の書くれた時等,歴史的に判断してQueenVic-
toria(1819-1901)の夫 PrinceAlbert(PrinceConsort)(1819-61)だと
推定されている｡
⑬ R.A.-RoyalAcademician- 〔英〕王立美術院会員
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ひととき
この1時はさぞかし感慨深いものであったろう｡彼はあれ程熱心に念願してい
た程の彫刻家の巨匠にはなれなかったらしい｡それでも,まあかなりの身分に
なっていた｡Kate自身もGrisiを足下にひざまずかせるような大声楽家にはな
れなかった｡単なる社交界の花にすぎなく,莫大な通産を目あてに,老いた貴
族と結婚している自分を省みて,悲哀感に満されてしまっていた｡
ⅩⅡ
Eachlifeunfulfiled,yousee;
Ithangsstil,patchyandscrappy:
Wehavenotsigheddeep,laughedfree,
Starved,feasted,despaired,-beenhappy.
(l. 61-64)
｢でも御覧のとおり,私達は私達がほんとに希望した人生の目的を,十分に
果したわけではないのですね｡今もまだどっちつかずで,つぎはぎだらけの,
不完全なものです｡思えば私達は切なく深い留息をついたこともなく,声をあ
げて心から思う存分笑ったこともなく,飢えたことも,心から楽しいと思った
こともなく,絶望したこともなかったようです｡結局仕合せではなかったとい
うことでしたね｡｣と彼女は嘆息するより外なかった｡
これはひとりKateだけに言われることでなくSmithの場合もそうであったら
しい｡しかしBrowningはSmithに一言の弁明もさせていない｡
皿
Andnobodycalsyouadunce,
Andpeoplesupposemeclever:
Thiscouldbuthavehappenedonce,
Andwemissedit,lostitforever.
(l. 65-68)
｢誰もあなたのことを愚者とは呼ばないでしょう｡でも人々は私のことを抜
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け目のない女と思っているに違いありません｡私たちには1回だけ,結婚出来
たかも知れない機会があたえられたのでした｡でも私たち2人はそれを取り逃
してしまったのです｡しかも永久に｡｣
この論文の初めにJ.FotheringhamがBrowningの "TheStatueandthe
Blュst"に関する解説をしたのを引用しておいたが,それに続いて彼の力説して
いた箇所を,もう少しつけ加えておきたい｡それは正に."YouthandArt"の
中に登場するこの男女に対する批判が適切になされているからである0
"Don'tletthepreciousyearsslipthroughlistless
fingers,pastanervelesswil.I･'･Thecrownlngdisaster
istomisslife,whetherbyneutralqualityorfeeblen-
essorcowardice.Toalowcircumstancestoshutus
outfrom lifeistobeentombedbeforewearedead,
tobeaghostamongtheliving;andfrom theshado-
wylanditselftolookbackonthedeadyearsas
lostopportunity,ataleofwhatmighthavebeen"⑳
"TheStatueandtheBust"の場合と同様にこの2人は恋の芽生えを赤く燃
え立たせることもなく,いたずらに時をすごしてしまったので,あらゆる面で
満ち足りない,味気ない生活を送ることになった｡かれらはあたかも,｢死の
訪れを待たずして,葬られた｣敗残者でしかない｡この世の亡霊の如き存在で
ある,とFotheringhamはBrowningのmessageを伝えている｡ 彼は重ねて次
のように言葉を継ぐ｡
"-Whatistheuseoflife?Theuseoflifeistolive;
notthegamenorthegame'sgalれseXternaly,but
theful,freeplay,thehonestandevenintensedevelo-
pmentofthelifeitself,inalitspowersandalits
good."⑬
@ JamesFotheringham;ibid.,p.210.
⑮ JamesFotheringham;ibid.,p.211.
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,箇所は筆者のもの｡
彼らは人生は何のためにあるのかときくだろうが,｢人生の目的は生きるこ
とにある｡｣と彼は答えている｡しかし若い2人は自分たちが人生の目的とした
ところの一部しか達成し得なかった｡その理由は"Theyareworldlyandcold,
andyoufeelthattheirartislessbecausetheyareso.Withmore
oftheheart,andlessoftheworld,theirliveshadbeenhapplerandtheir
arthigher,"⑬と明快に断じている｡つまりFotheringhamは彼等が大芸術家
になれなく,又真なる幸福を掴めなかったのは,この世的なものに眼をむけす
ぎ,精神的に高められ,愛に燃えるところがなかったからだ,と評しているの
である｡まことに彼らの人生の失敗の原因はここにあった,と領ける｡
(B) TooLate⑰について
この作品は前の詩と同じようなテーマによるが,その内容に少し変化を与え
て作られたものと考えてよいであろう.これもやはり,DT･amatisPersonae
の中に収録されている｡時は1964年と,大体認められているが Kenyonは詩
の書かれた日時については,確とした手掛りはない,と述べている｡そして"-
probablybelongtothelateryearsoftheItalianperiod"⑩と記している｡
その題名が示すとおり,その内容は一目瞭然 ｢おそすぎた｣という悲哀感溢れ
る男のなげさの独白である｡彼は一人の女性を深く愛していたが,彼女は他の
男性と結婚してしまった｡しかも彼女はもはやこの世の人でなくなっている｡
その女性に向かって彼が切々と嘆き訴えているところである｡各連が12行を持
つ12連よりなるかなり長篇の詩である｡それ故,紙数の関係上,この詩に於い
ては前篇の詩のように各連にわたって訳や解釈をしないで,重点的に興味のあ
る部分を,筋に従って拾い上げ,鑑賞して行きたいと思う｡
詩は次のように,男が彼女に対してどんなに深い愛情を持っていたかを述べ
⑬ JamesFotheringham;ibid.,p.424.
⑰ SirF.G.Kenyon;Vol.4,pp.249-253.
⑬ SirF.G.Kenyon;Vol.4,p.xxxii
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る所から始まる｡
I
HerewasIwithmyarmandheart
Andbrain,alyoursforaword,awant
Putintoalook-justalook,yourpart,-
Whilemine,torepayit-vainestvaunt,
Werethewoman,that'sdead,alivetohear,
Hadherlover,that'slost,love'sprooftoshow!
ButIcannotshowit;youcannotspeak
Fromthechurchyardneither,milesremoved,
ThoughIfeelbyapulsewithinmycheek,
Whichstabsandstops,thatthewomanIloved
Needshelpinhergraveandfindsnonenear,
Wantswarmthfromtheheartwhichsendsit_so!
(l. Ⅰ-12)
以上の独白の大意 :僕は僕の腕や心や知力をもって此所にいました｡これら
をもしあなたが一言ほしいと言われるか,又日でお望みであることを示して下
さったのでしたら,全部あなたのものにすることが出来たのに｡今は亡き人に
なったあなたが生きていて,私の愛の証しを,誇らしげにあなたに告げること
が出来たら,どんなにか幸いであろうものを｡しかしもはやその証しを示すこ
とはかなわない｡何マイルも離れた墓場に移されたあなたは,もはや話すこと
は出来ないのです｡私は頬の中で激しく脈の打つのを感じます｡基の中にいる
愛する人が,側に誰もいないのに,空しく助けをもとめていることを思えば｢｡
しかも僕はその求めに応じる熱さ心を捧げていますのに｡
Ⅱ
DidIspeakonceangrily,althedreardays
Youlived,youwomanIlovedsowel,
Whomarriedtheother?Blameorpraise,
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Wherewastheusethen?Timewouldtel,
Andtheenddeclarewhatmanforyou,
Whatwomanforme,wasthechoiceofGod.
But,Edithdead!nodoubtingmore!
Iusedtositandlookatmylife
Asitrippledandrantil,rightbefore,
Agreatstonestoppedit:oh,thestrife
Ofwavesatthestonesomedevilthrew
lnmylife'smidcurrent,thwartingGod!
(l. 13-24)
最愛のあなたが他の男性と結婚し,陰うつな荒涼とした生活を送っているこ
とを知った時でも,僕は1度でも怒って何か言ったことがあったでしょうか｡
その時,非難したり,称賛したりしても何の役に立ったでしょうか｡時が流れ,
すぎた時にこそ神がどの男があなたにふさわしいと思われたのか,又自分にど
んな女性がふさわしいと定められていたのかがわかるでしょう｡すべては神の
選び,さだめられたことと平静になろうとし.ていました｡しかしEdithよ,あ
なたは死んでしまった｡だからそんなことを考えても全く無駄であり,絶望で
ある｡
私はよく腰を下ろして,さらさらとさざ汝を立てて流れ行く我が人生を振り
返ってみたものでした｡ところがその流れの中に大きな石が転がり込んで来て,
流れを堰き止めました｡ある悪党が神の計画を阻止しようと僕の人生の半ばに
投げ込んだその石に対して僕はどんなに戦いをいどもうとしたことか｡神は
Edithと僕が結ばれるように定めていられたのに違いないと思って機会の到来
を待ちのぞんでいたのでした｡
Ⅲ
三通からは要点だけに絞って独白を進めて行こう｡
大きな"horriblestone"により僕の人生の旅路はその流れを阻まれていた
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が,それでも1筋の水の流れがその隙間から逃れ出て,ゆっくりと,夕暮時の
田園地帯を通り抜けていた｡静かに音も立てずに,何ものにも妨げられること
なく,彼らの生命の源である海にたどり着くまで,安らかに流れるのをみた｡
僕はこのような心の安らぎをおぼえ始めていた｡
"YetIseejustathreadescape,deploy
"Throughtheevenlng-country,Silentandsafe,
"Anditsuffersnomoretilitfindsthesea."
(l. 28-30)
それから次のようにも思うのであった｡
OrelseIwouldthink"Perhapssomenight
"Whennewthingshappen,ameteor-bal
"Mayslipthroughtheskyinalineoflight,
"Andearthbreathehard,andlandmarksfall,
"Andmywavesnolongerchampnorchafe,
"Sinceastonewilhaveroledfromitsplace:letbe!"
(l.31-36)
もしかしたら,ある夜,何か今までになかった新しい異変が起り,玉のよう
な流星が一条の光となって空からすべり落ちて来たのかも知れない｡それで大
地は荒い息遣いを立て,陸の境界標が地に落ち,僕の前途に立ち塞がっていた
石は,その場からころげ落ちてしまった｡だから僕の波はもはやその石を除こ
うと,音を立ててそれに噛みついたり,それをすり減らそうとする必要もなく
なったと思ったのだった｡つまり彼女と夫との間に何が不和が起こったため,
僕の進む道を塞ぐ必要がなくなったのだったろうか｡それならば僕の前途にも
彼女と親しく交わる機会が与えられるかも知れないと希望を持ち始めていた｡
ⅠⅤ
ところが彼女は死んでしまった｡万事休すである｡彼女が生きていれば何ら
かの希望があるものを,彼女が死んだ日,僕の一生も終った,と語り手はなげ
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くのである｡
But,dead!Al'sdonewith:waitwhomay,
Watchandwearandwonderwhowil.
Oh,mywholelifethatendsto-day!
(ll. 37-39)
｢しかし死んだ彼女は全くあの男のものではなかった｡又彼女のものでなかっ
た彼,彼は去ってしまえばよいのだ !｣と述べてから,終にBrowningにして
は珍しく,激しい口調で以下のように,恋撒きのその男を殺してやりたい程の
怒りを爆発させる｡
Oh,mysoulssentence, soundingstil
"Thewomanisdeadthatwasnoneofhis;
"Andthemanthatwasnoneofhersmaygo!"
There'sonlythepastleft;worrythat!
Wreak,likeabul,ontheemptycoat,
Rage,itslatewearerislaughingat!
Tearthecolartorags,havingmissedhisthroat;
Strikestupidlyon-"This,thisandthis,
"WhereIwotldthatabosomreceivedtheblow!
(ll. 40-48)
V
Ioughttohavedonemore:oncemyspeech,
Andonceyouranswer,andthere,theend,
AndEdithwashenceforthoutofreach!
Why,mendomoretodeserveafriend,
Beridofafoe,getrich,growwise,
Nor,foldingtheirarms,starefateintheface.
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Why,betterevenhaveburstlikeathief
Andborneyouawaytoarockforustwo,
Inamoment'shorror,bright,bloodyandbrief:
(l.49-57)
僕はもっと積極的にあなたに対処すべきでした｡僕は1回だけあなたに僕の
気持を一寸話した｡それに対してあなたは1回だけ返事をした｡それで万事が
おしまい｡Edithよ!あなたは僕の手の届かぬひとになってしまった｡凡そ人
は友を得んとすれば,それを得るに足りる何らかの手段を講じるもの｡運を天
に任せて,じっと手を束ねて傍観してはいまい｡そこで僕は泥棒のように押し
入り,あなたを奪い,2人のためだけの安全な所に,連れ去ろうと思ったので
した｡一瞬,あなたに恐怖感を与え,残酷に思えたかもしれなかったが｡だが
僕は暴力を振るってそうすることは出来なかった.我に返ってO気がとがめて｡
それにあなたの好きな奴がいると知ったから｡
此の男は今白状した如く,論文の始めに述べた"TheStatueandtheBust"
の主人公DukeFerdinandIのように,終に決心どおりに恋する女性を奪って
逃亡することが出来なかったのである｡Edithの言った一言とは多分"No"で
あったろう｡彼はそれに大きな打撃を受けて簡単に引き下がったのか,それと
ら,再び申し込むことの出来ない程,誇りを傷付けられたのか,弱虫であった
のか,ともあれ,彼女の死によって凡てが ｢遅すぎた｣破目に陥ってしまった｡
かくして彼も人生の敗北者となるのであった｡
Ⅵ
Whatdidtheotherdo?Youbejudge!
Lookatus,Edith!Hereareweboth!
Givehimhissixwholeyears:Igrudge
Noneofthelifewithyou,nay,loathe
Myselfthat∫grudgedhisstartinadvance
Ofmewhocouldovertakeandpass.
(l. 61-66)
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僕はあなたに退けられたが,もう1人の男は何をしたというのですか｡ほら,
我々2人は今あなたの面前にいます｡Edith,よく見て,判断し給え｡あなた
が彼と結婚していた6年間のことは何もいいますまい｡僕はあなたと共にあっ
たこの人生を恨むことはありません｡が,あなたの彼が,僕を追い越して,先
にあなたを得たことを恨んだ僕自身がひどく嫌になったりしました｡
But,asifhelovedyou!No,nothe,
Noranyonuelseintheworld'tisplain:
Whoeverheardthatanother,free
AsI,youngprosperolS,soundandsane,
Pouredlifeout,profferedit- H`alfaglance
"Ofthoseeyesofyoursandldroptheglass!"
(l.67-72)
もし彼があなたを愛していたのだったら,それでよかった｡しかし彼はあな
たも,誰も愛していなかった｡それは確かです｡それに較べて自由で,若くて,
富裕で,心身共に健康である僕が,いのちをかけてあなたを愛し,誠心を披渡
したのです｡あなたはそれを目顔で受け入れて下さりさえすればよかったので
した｡
かくの如く,いくじなく,愛の表現を現実に実行出来なかった男のあわれな
愚痴はなお続く｡
Ⅶ
Handsome,wereyou?'Tismorethantheyheld,
Morethantheysaid;Iwas'wareandwatched;
(l.73-74)
あなたは美人だったろうか｡人々がそれを見る程でもなく,うわさする位で
もなく,気に止めてもなかった｡だが,僕はあなたの姿に目を止め,よく見守っ
ていたものでした｡
Theothers?Noheadthatwasturned,noheart
Broken,mylady,assureyourself!
Eachsoonmadehismindup;soandso
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Marriedadancer,suchandsuch
Stolehisfriend'swifestagnatedslow,
Ormaundered,-
(l. 77-82)
ほかの人達はどうだったろう｡あなたによって自惚れさせられた人ち,悲嘆
に暮れさせられた人もいない｡だから僕の愛するひとよ,御安心なさい｡男達
はそれぞれあきらめてそれなりに己の道を歩いています｡だれそれはダンサー
と結婚した｡これこれ,しかじかの人は友達の女房を奪ったとか,活気なく,
だらだら,ぶらぶらしているとか,等々やっています｡
Ⅷ
Onthewhole,youwereletalone,Ithink!
So,youlookedtotheother,whoacquleSCed;
Myrival,theproudman,-prizeyourPink
Ofpoets!Apoethewas!I'veguessed:
Herhymedyouhisrubbishnobodyread,
Lovedyouanddovedyou- didnotIlaugh!
TherewasaprlZe.Butwebothweretried.
Oh!heartofmine,markedbroadwithhermark,
Tehel.foundwanting,setaside,
Scorned!SeeJbleedthesetearsinthedark
Tilcomfortcomeandthelastbebled:
He?Heistagglngyourepitaph.
(l. 85-96)
僕が思うに,あなたは大方いつも,そっとされていて,誰からも構われない
でおられた!それであなたはおとなしく黙従する質の,私以外の1人の男に注
意を向けたのですね｡その男こそ僕のライバルである誇り高さ男一詩人仲間の
最高級品とでも彼をあなたは自慢すればよい !彼が詩人だったとは!僕が推
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量したとおり:彼は誰も読まないような,くだらない詩をあなたに書いて与え
たのだった｡彼はあなたを愛していると言い,あなたを,可愛い子,呼ばわり
していた-｡僕は大声で笑わずにはいられなかった｡競争するための価値ある
目的物はあった!しかし僕等2人は試されたのだった｡あ だゝが我が心よ,倭
は彼女によってはっきりした区別をっけられてしまった｡僕には力も才能もな
いと見限られ,のけ者にされ,さげすまれた !ほら,みてごらん｡何らかの慰
めが得られ,涙を流さずにすむようになるまで,この暗黒の中で血の出る思い
のする涙を流している｡あなたの夫は今何をしているのだろう?あ 彼ゝはあな
たの墓に碑文詩をか げゝています｡
Ⅸ
Ifitwouldonlycomeoveragaln!
- Timetobepatientwithme,andprobe
Thishearttilyoupuncturedthepropervein,
Justtolearnwhatbloodis:twitchtherobe
Fromthatblanklay-figureyourfancydraped,
Pricktheleathernhearttilthe- versesspirt!
Andlateitwaseasy;late,youwalked
Whereafriendmightmeetyou;Edith'sname
Arosetoone'slipifonelaughtedortalked;
IfIheardgoodnews,youheardthesame;
WhenlwokeJknewthatyourbreathescaped;
Icouldbidemytime,keepalive,alert.
(l. 97-108)
もう1度彼女に僕の愛を告白する機会が与えられるのだったら,どんなによ
かろうものを!時がもう少し忍耐を持って僕の本心を探ってくれて,あなたが
針で僕の動脈にさぐりを入れ,そこに流れているあなたに対する熱さ想いや,
血の流れを察して下さることを許してくれたのだったら,どんなによかったろ
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うか｡そしたらあなたは,あなたが愛情を傾けていたあの平凡なかの詩人の正
体を見破り,僕の方に顔を向けてくれたかも知れなかった｡それにあなたは最
近僕に対して親しさを見せてくれていましたのに｡お互に心の通い合うことも
屡々でした｡ところがそれも束の間,僕が日ざめた時,あなたはすでに息を引
き取ってしまっていた｡しかし僕は油断なく,生きて,時を待つことが出来ま
す｡あなたと共に相会う時の至るを｡
この哀れな独白者をDlffinは次の様にかなり厳しく評している｡ "-this
manhasbeen s`corned'-s`etaside'infavourof t`heother'whom she
married.Hehasgoneon,ratheridioticalylovingandhopingthatthe
husbandwildieand E`dith'wilthenturntohim,insteadofwhich
Edithhasdiedanditisnow･toolate･."⑩
Ⅹ
AndaliveIshalkeepandlong,youwilsee!
Iknewaman,waskickedlikeadog
Fromguttertocesspool;whatcaredhe
Solongashepickedfromthefilthhisprog?
Hesawyouth,bealtyandgeniusdie,
Andjolilylivedtohishlndredthyear.
BltIwillliveotherwise:noneofsuchlife!
AtoncelbeginasImeantoend.
Goonwiththeworld,getgoldinitsstrife,
Giveyourspousetheslipandbetrayyourfriend!
Therearetwowhodecline,awomanandI,
Andenjoyourdeathinthedarknesshere.
⑬ HenryCharlesDufin;Amphibian,AReconsideT･ationofBT10Wning
(Bowes&Bowes,London,1956)pp.105-106.
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(l. 109-120)
今や誰のものでもなくなったあなたの霊と共に僕の宝は生き続けて行くでしょ
う,ごらんのように!僕は1人の男のことを思い出す｡彼は道路の溝から,汚
ない下水溜の辺りまで,まるで犬のように蹴り飛ばされていた｡しかし彼はそ
の汚物の中から何か食べ物を拾い上げることが出来さえすれば,それで平気で
無頓着だった｡彼は青年が,美人が,天才が死んで行くのをみた｡ しかし愉快
に陽気に百歳まで生きながらえていた｡だが,僕はそんな生き方はしない｡そ
んな人生をおくるものか !僕はあなたと共に,あなたの夫である配偶者に背き
命のあらん限りこの絶望の暗がりの中にあっても霊的な交わりをもってたのし
く,この世を送りたいのです｡
以上のように述べ終えてからも,優柔不断で彼の心の真実を生前の彼女に伝
え得なかった男は,次のように又綿々と亡き恋人の面影を追う｡
ⅩⅠ
Ilikedthatwayyouhadwithyourcurls
Woundtoabalinanetbehind:
Yourcheekwaschasteasaquaker-girl'S,
Andyourmouth-therewasnever,tomymind,
Suchafunnymouth,foritwouldnotshut;
Andthedentedchintoo-whatachin!
TherewerecertainwayswhenyolSpoke,somewords
Thatyouknowyounevercouldpronounce:
Youwerethin,however;likeabird's
Yourhandseemed-somewouldsay,thepounce
Ofascaly-rootedhawk-alblt!
Theworldwasrightwhenitcaledyouthin.
(ll. 121-132)
26
僕はあなたがあなたの長いカール (巻き毛)を頭の後ろにくるくるポールの
様に束ねて, ネットを掛けてまとめているのが好きでした｡あなたの頬は厳
粛なクェーカ派の娘のそれのように純潔そのものでした｡けれどあなたの口は
- 今までに見た記憶がない程,ほんとにおかしな口だった｡それはきっちり
閉まることの出来ない口だった｡それから窪みのあるあの顎- 何という変な
顎だったろう!あなたの話し振りには何かある癖があり･ました｡あなたが自分
で気付いていたように,ある言葉がどうしても発音出来なかった｡しかもあな
たはやせていた｡あなたの手は小鳥のそれのようにしか見えなかった｡ある人
達は,それをうろこのようになっている鷹の足の爪のようだ,と言っていた｡
世間の者共はあなたをやせていると言ったが,まさにそのとおりであった｡
この語り手が熱愛していた,しかも今は亡きひとである彼女に話しかける,
正直な堂々とした言葉には,我々の心を動かすものがある｡彼が赤裸々に措く
Edithは,決して外面的にはどう品目にみても,美人の列に加えられるような
女性ではなかったらしい｡むしろ欠点だらけの容貌と風采の持ち主だったこと
は否めない｡しかし彼女にはそれらの短所を持ってしてもなお,この語り手の
心を奪い,愛せずにはいられなくする何かを備え持っていたのである｡それは
言葉では簡単に説明しつくせぬ,内面的な魅力に外ならないと思う｡
且Orrもこの点を指摘し,次の様に解説する｡ ‥` Edith'wasnotconsid-
eredabeauty.Shewasnotoneeveninherlover'seyes.Thisfact,and
themannerinwhichheshowsit,giveacharacteristicforcetothesitu-
ation"⑳Berdoeは男が恋人の外面よりもその soulに対 して抱いていた限
りなく深い愛情を高く評価して,次の賛辞を送る｡
"Shewasnothandsome,-nobodysaidthat.Shehadfeatureswhich
noartistwouldselectforamodel;butshewashislife,andevennow
thatsheisdeadhewilbeherslavewhilehissoulendures.Thepoemis
O SutherlandOrr;ibid.,p.237.
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fulofconcentratedemotion,andistheexpressionofastrongman's
lifepassionforawoman'ssoul;apassionunaloyedbyanygrossaffec-
tion;suchaloveofonesoulforanothercongenialsoulasprovesthat
manismorethanmatter,"㊨
Kenmareは1.125-132を引用して,
Brownigg)描写力について以下の如く言及する"-thereisinTooLatea
descriptionofthewomanwhichinitsbarecoloquialism andquaint
imageryhasaverymodernring:-･Initscompletedivorcefrom thech-
aracteristicsofhisage,Browmlng･sstyleisinfactunlque.,I㊨
ⅩⅡ
ButIturnmybackontheworld:Ⅰtake
Yourhand,andkneel,andlaytomylips.
Bidmelive,Edith!Letmeslake
Thirstatyourpresence!Fearnoslips:
'Tisyourslaveshalpay,whilehissoulendures,
Fuldue,love'Swholedebt,summuTnJuS.
Myqueenshalhavehighobservance,planned
Courtshipmadeperfect,noleastline
Crossedwithoutwarrant.Thereyoustand,
Warmtoo,andwhitetoo:Wouldthiswine
Hadwashedaloverthatbodyofyours,
EreIdrankit,andyoudownwithit,thus!
(l. 133-144)
僕はこの世に背を向けてひたすらあの世にあるあなたのことを思いっ けゞる｡
僕はひざまずきあなたの手を取り,私の唇にあてましょう｡Edithよ !僕に生
きよ,と命じてはしい｡ あなたの側に居て,僕の喉の渇きを癒させて貰いた
⑳ EdwardBerdoe;TheBrowningCyclopaedia(GeorgeAlen&UnwinLtd_
,I.ondon,1931)p.549
⑳ DalasKenmare;ibld.,p.144.
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いのです｡あなたは金銭に関する伝票のことは少しも恐れることはありません｡
あなたの奴隷である僕が支梯いますから｡僕の霊魂が存続する限り｡当然支嫌
お い め
うべきものを,つまり愛のすべての負債を支抹います｡それが僕のなし得る最
高の正当な行為ですから,O僕の女王であるあなたに最高の敬意と恭順を捧げ,
婦人に対して持つべく定められている丁寧さを厳守しましょう｡どんな小さな
ことでも,正当な理由なしに反対されることはないでしょう｡はら,あなたは
そこに立っている,温かく,そして白く｡僕がこのようにして葡萄酒を飲む前
に,これであなたの髄全体が洗らわれ,あなたがそれを下に置いたものであっ
たら,どんなに幸なことかと思うのです｡
こ でゝ144行にわたる男の独白は終る｡男はこの世にありながらすでにあの
世に移された彼女と,いっのE=こか相まみえ,彼女と共にあり,彼女に奴隷の
如く仕え,彼女を我がものと称えることが出来ると考えるのである｡これはい
かにもロマンテイクな発想であるが,これは夢の又夢的な自己慰めにしかすぎ
ない｡表題の如くすべてが遅すぎたのである｡現実を無祝して未来により栽む
世界はない筈である｡彼もBrowningの言う,現実の死の訪れを待たずして葬
られたような登場人物の1人であるといえよう｡
それでもSymonsはこの男の溢れるばかりの愛情の表現を次のようにはめて
いる｡
"Hisvaguebutvividhopesofsomefuturechancetoloveherand
beloved;thedulrebelionofrashlyreasonlngBorrow;theremembrance,
therepentance,theregret;arealpouredoutwithpatheticnaturalness."㊨
(C)Bifurcationについて
F.G.KenyonはIntroductionの中で"Bifurcation"に関して次の様に紹
0ArthurSymons;AnIntroductionToTheStudyo/BT･OWning,(J.M.Dent
&SonsLtd.,London,1923)p.138.
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介している｡"Averycharacteristiclittlepoem.Inform itremindsone
ofthepalrOfthumb-nailsketches,similarlysummdedupinaslngle
couplet,inTime'sRevenges(VoIII.p.292).Insubstanceitischaracteris-
ticofBrownlngaStakingacommonproblem,aconflictbetweenlove
andduty,andplacingitinalightwhichmakestheconventionalsolu-
tionsquestionable,ifnotfalse.ItilustratesBrownlng'sdelightinappro-
achingasubjectfromanunuslalpointofview.
"㊨
"Bifurcation"は1876年にPacchiarottoandotheT･PoeTnSに掲載発表され
た｡内容は表題の示すとおり,人生の分岐点,即ち愛を取るか,任務を取るか
の分かれ道に立たされた2人の恋人がそれぞれの墓にしるした一種の告白文で
ある｡上記にKenyonが指摘したようにいかにもBrowningらしい奇抜な思い
つきである｡初めの20行が女性の告白であり,次の20行が男性のものである｡
その後に付された終わりの2行が実に見事な結びとなっている｡この詩は前の
2つの詩のようにくわしく解説をせず簡単に要点をまとめることにした｡
Weweretwolovers;二etmeliebyher,
Mytombbesidehertomb.Onhersinscribe-
"Ilovedhim;butmyreasonbadeprefer
Dutytolove,rejectthetempter'sbribe
Ofroseandlilywheneachpathdeverged,
AndeitherImustpacetolife'sfarend
Asloveshouldleadme,or,asdutyurged,
Plodtheworncausewayarm-in-armwithfriend.
(ll. 1-8)
我々2人は恋人同志だった｡だから彼女の側に横たわらせてほしい｡私の墓
を彼女の隣に立て ｡ゝそして彼女の墓に次のように刻んで貰いたい｡｢私は彼
を愛していました｡けれど理性は愛より任務を選ぶように,又誘惑者のばらや
⑳ SirF.G.Kenyon;Vol.9,p.ix"Bifurcation"は同書pp,46-47による｡
30
百合の賄賂 (わいろ)を受けないように命じました,2つの分かれ道に至った
時に｡私の生涯の遠い道を愛に導かれて行くか,それとも任務に説得されてそ
れに従うか,2つの中の1つを選ばねばならなかったのです｡｣
かくしてこの女性は愛の道を拒み,彼女に課されたより高き任務を第-と考
えて,その道を歩むことにしたのだった｡しかし彼女の心の奥深くには別な芦
もあった｡
"Butdeepwithinmyheartofheartstherehid
Evertheconfidence,amendsforal,
ThatheavenrepairsWhatwrongearth'sjourneydid,
Whenlovefromlife-longexilecomesatcal.
Dltyandlove,onebroadway,werethebest-
Whodoubts?Butoneorotherwastochoose.
Ichosethedarklinghalf,andwaittherest
lnthatnewworldwherelightanddarknessfuse."
(l.13-20)
私は人生の旅路の中で,何か不幸なま なゝらぬことがあっても,それに耐え
て行けば,天はすべてを償ってくれるという確信を常に心の奥底にかくし持っ
ていました｡殊にあきらめていた愛が再びよみがえった時に,あの世で良きよ
うにすべてがとり図られると｡任務と愛の道が2つに分かれない広い公道があ
れば,それが最高です｡誰がそれを疑うでしょう｡けれど私はどちらか1つ杏
選ばねばならなかった｡私は薄暗がりの人生を選んだ｡そして光と暗黒の融合
する新しい世界で輝やく人生が到来するのを待ち望みました｡
一方男の方も女を愛していた｡そして同じように基にその文字を刻んだ｡
Inscribeonmine-"Ilovedher:love'Stracklay
O'ersandandpebble,asaltravelersknow.
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Dutyledthroughasmilingcountry,gay
Withgreenswardwheretheroseandlilyblow.
'Ourroadsarediuerselfarewel,loue!'saidshe;
'TisdutyIabidebylhomelysward
Andnottherock-roughpictuT･eSqueforme!
Aboue,wheT･ebothroadsjoin,Iwaitreward.
Beyouasconstanttothepathwhereon
Ileaveyouplanted!'Butmanneedsmustmove,
Keepmovlng-Whither,whenthestarisgone
Wherebyhestepssecurenorstraysfromlove?
(l.21-32)
愛の道は彼女のいうようなものでなく,砂や小石のある所で,困難な道であっ
た｡その道を通ったすべての旅人が経験したように｡しかし d`uty'の道はば
らや百合が咲いている田園の芝地の中を通っていた｡｢私たちの道はこ でゝ分
かれますよ｡さようなら愛する人よ｣と彼女は言った｡更に続けて｢私は質素
な芝地である d`uty'の道に従います｡石のごろごろする,生き生きした,見て
たのしい道は私のたどらないものです｡しかしいつの日にか,`love'と d`uty'
が融合するいと高き新天地で,あなたと再会できるのを待っています｡それま
で私があなたを残して来たその愛の道をひたすら歩き続けて下さい｡私も私の
道を忠実に歩き続けますから｡｣と述べた｡しかし,男というものは,じっと
していられるものではない｡常に動き続けるものだ｡-しかも,彼は愛の対象,
愛のみちしるべである屋,つまり彼女に去られてしまったら,彼の愛をどこに
注げばよいというのだろうか｡彼は愛の道からそれ,つまずき始めた｡
NostonebutIwastrippedby,stumbling-block
Butbroughtmetoconfusion.WhereIfell,
ThereIlayflat,ifmossdisguisedtherock,
Thence,ifflintpierced,Iroseandcried'Al'swel!'
(l.33-36)
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この詩の30-36行あたりについて数人からの批評があるので記しておきたい｡
Berdoeは前記30行以下について次のような解説をこ ろゝみている｡
"But,whentheguidingstarisgone,man'sfootsteps
areapttostray,andeverystumbling-blockbrought
himtoconfusion.Andafterhisfalsandflint-
plerClngShewouldriseandcry"Al'swel!"and
struggleon.sincehemustbecontentwithoneof
thehalvesthatmakethewhole."㊨
Duffinは"-thewomangaveuploveforaloveless
duty,whilethemancontinuedtolove,but,since
histruelovehadlostitsobject,hestrayedinto
sinfullove,sometimespleasurable,sometimespain-
ful.Bothbelivedtheafter-lifewouldbringrelief
intheformofanexistenceinwhichloveandduty
couldbecombined,insteadof,ashere,oneexcluding
theother.Shechosedutybypreference,hewasforced
intoalifeof･undutiful･love."⑳と評する｡
DeVaneは簡潔に彼の意見を次のように述べる｡
"-thelivesoftheloversarepresentedintwo
epitaphs;thewomanchosethepathofduty,the
manwasleftinthepathoflove.Ofthetwo,there
seemstoBrownlngnOquestionbutthatthelotof
themanwasharder,andthepoet'ssympathyis
@ EdwardBerdoe;ibid,p.73.
⑳ HenryCharlesDufin･.ibid.,p.108.
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altogetherwithhim."㊨
更にBrowningはDeVaneが以下に指摘するようなことをこ ろゝみていると
思われる｡即ち彼は"-isagaintakingdelightinchalengingtheconventi-
onalsolutionofslChamoralproblem,ashehadchalengedsuchsoluti一
〇nsinTheStatueandtheBust.⑳ DeVaneが言及しているのはこの詩
の最後を飾る2行のことである｡つまり
Inscribeeachtombthus:then,somesageacquaint
Thesimple-whichholdssinner,whichholdssaint!
(ll. 41-42)
と,作者は読者に疑問を投げかけ,1人楽しんでいるようである｡この墓の中の
いずれが罪人であるか,聖人であるか,という問いに対する答えはそう簡単で
はない｡しかしS.Orrは明快に次のように断ずる02人の登場人物の中の女性
の方はなだらかな,安全な道を選んだ｡しかし男性の方のにはstumbling-blocks
が沢山おかれてあった｡ しかも"Love'sguidanceisrefusedhim,andhe
fals.Whichofthesetwohasbeenthesinner:hewhosinnedunwilingly
,orshewhocausedthesin?WefeelthatMr.BrownlngCOndemnsthe
apparentsaint."⑳とのべているo
Berdoeはこの2人の恋人のうち誰れが罪人であり,誰れが聖人であるかを裁
くに当り次の様に論をす めゝた｡もし愛がすべてであり,もしこの世の最高最
善なる愛が我々の最高目的であるならば,その女は罪を犯したことになる｡彼
女は恋人との結婚を拒んで別の道をえらんだから｡しかし,もし彼女が ｢すべ
てをすて ,ゝ吾に従え｣という天よりの召命をうけて任務の方をいさざよく,
心よく選んだのだとすれば,それは聖なる人と言えるだろう｡恋に生きる生活が
必ずしも人生最高の生きる道とばかりは言えない,と彼は言うのである｡更に
⑳と⑳ WiliamClydeDeVane;ibid.,p.359
⑳ SutherlandOrr;ibid.,p.218.
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BerdoeはBrowning自身が幸福な結婚生活をしていたので少しそれを強調しす
ぎたのではないかとものべている｡
最後にBerdoeの意見に続いてDalasKenmareの主張に耳を傾けてみたい｡
詩の中の女主人公はdutyを取るかloveを取るかの決断をせまられた時,彼女は
"Ichosethedarklinghalfandwaittherest/Inthatnewworldwhere
lightanddarknessfuse"と述べていた｡Kenmareはそれに対 して "But
itisconceivable,Browningwouldargue,thatthechoiceofduty,certainly
ifitisfeltas･darklingduty･,isthewrongchoice."⑳と批判している｡
Berdoeも先刻言った如く,心からよろこんでdutyに赴くのでなければSaintの
業とは言われまい｡更にKenmareは来世に於ける幸福とか,来世に於ける購い
とかは全くあてにならないと説く｡"Again,thereislittletobesaidforafaith
inaheavenwhichrepalrSearth'swrongs-Weknownothingofheaven;
Ouronlyintimationofwhatitmightbearethemomentsofperfection
intermittentlyexperiencedonearth;wecannotthereforeassumethatth
elifebeyonddeathwilmakea`mendsforal',-･"それ故に私たちに出
来ることは"Tolivethislife,thelifewedoknow,intenselyandfulyis
thereforetheobvious,andreasonable,`duty',whichmayalsoserveas
Brownigelsewheresuggests,tomakethenextlifemoreintense.I,①と
説明する｡Browningは彼自らが出したこの詩の終わりにある問いに対し,何
ら答えていないが,このKenmareの主張を,何と聞くであらうか｡
終りに
この論文の中で以上3篇の詩を取りあげて解釈をしてみたが相変わらず難解
な所が多く,閉口した｡又これを機会に更に研鏡を積みたいと思っている.
Kenmareが, "-God'swilformanisfulnessoflife.Andloveis
thesurestwaytofulfilment.⑳と述べているが,これに向か,て努力し,勇
@ DalasKenmare;ibid.,p.133.
① DalaKenmare;ibid‥p.133.
@ Dalaskenmare;ibid,p.132
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気をもって実行して行かなかった登場人物たちは皆 ｢死の訪れをまたずして,
葬られたも同然な不幸な人々｣であるとBrowningはにんまりと微笑んでいた
に違いない｡
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